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(岩手大学農学部)

Comparison of Growth Characteristics and Dry Matter Production among 

Akitakomachi， Koiazusa and Moeminori of rice cultivars 

日ikiKURODA， WANG Da-Chao， Masayoshi NrSHI， Jingoro SAKAMOTO and Satoru SAGAWA 

(Faculty 01 agriculture， lwate University， Morioka 020同8550，Japan) 

最近，一般品種よりも経芽重が約2倍軽度大きい巨

大臨芽品種や良質良食昧で誼播適性の高い品種が育成

され， コメの用途拡大や低コスト化に貢献することが

期待されている.寒冷地向け巨大腔芽米品種として

「恋あずさJll，また，倒れにくく直播向けの多収性品

種として「萌えみのりj2Jが品種登録された.

本研究では， 1980年代後半以降当地方の主要な普及

品種である「あきたこまち」を基準品種として， r恋あ
ずさ」および「萌えみのりJの生育特性および乾物生

産特性について比較検討した.

材料および方法

供試品種として「あきたこまちJと「恋あずさ」お

よび「萌えみのり」を用い， 2006年5月11日，岩手大

学農学部構内の水田に，葉齢3.8~4.2葉の菌を l 株 3

本， 1 rrf当たり22.2株(畦間30x株間15crn)の栽植密

度で移植し，その後慣行法に従って管理した. 1 rrf当

たり施杷量は，基肥として化成肥料をN，P20s， K20 

各成分で6.5，13.75， 9.75 g jrrf施用した.また，追肥

としては，穂把を化成肥料で各成分3.0，0.43， 3.64 g j 

rrf施用し，実杷(硫安)をN成分で2.0g jrrf施廃した.

移植後の生育の推移と穎花原基分化期以降の主要な生

育時期における器官別乾物重の推移，更に，坪メIj収量

および各収量構成要素を調査した.

結果および考察

1 .穂揃い日，草丈，蒋長および茎数の辻較

穂揃い日は， rあきたこまちjに比べて「恋いあずさ」

が3臼， r萌えみのりJは6日ほど遅く，草丈および稗
長は，両品種とも 18~21crn短い盟稗であった(第 1 表).

一方，稽長は， rあきたこまちJに比べて「恋あずさJ
がほぼ同程度， r萌みのりJは有意に長く，株当り穂数
は， r恋あずさ」がほぼ同じであったものの， r萌えみ
のり」は有意に多かった.

2.全乾物重，部分刈収量および収穫指数の比較

成熟期の全乾物重に有意な品種間差異は認められな

かったものの， r恋あずさJの1，750gjrrfから「萌えみ
のりのJ1，964gj rrfまで約20%程度の相違がみられ，

「あきたこまち」に比べて前者は小さく，後者は大きかっ

た(第 2表).また，粗玄米及び坪刈収量は，いずれも

「あきたこまち」に比べて「恋あずさ」はわずかに小さ

かったものの， r萌えみのりJは有意に大きく， 120~ 

130gjrrf (約17%)ほど多収であった.その結果，収

穫指数は， rあきたこまち」の41に比べて「恋あずさ」
および「萌えみのりJはいずれもやや大きく，全乾物

重に対する玄米生産効率は高い傾向が認められた.

3. 各収量構成要素の比較

l株当り穂数は，両品種とも「あきたこまちjと有

意な相違はみられなかったものの， r恋あずさ」に比べ
て「萌えみのりJは明らかに穂数は多かった(第3表). 

また 1穂もみ数は， rあきたこまちJに比べて「恋あ
ずさ」は有意に多く， r萌えみのりJはわずかに少なかっ
たことから， d当り籾数は，前者が明らかに多く，後

者はわずかに多かった.一方，登熟歩合は， rあきたこ

第 l表供試品種の生育特性

品種 出穂日草丈(個) 稗長 (cm) 語長 (cm) 穂数(本/株)
あきたこまち 8/7 107.4 a 83.4 a 18.0 b 24.8 b 
恋あずさ 8/10 88. 5 c 61. 6 c 18. 5 b 24. 4 b 
萌えみのり 8/13 93. 9 b 67. 7 b 、 20.1 a 28.6 a 
1)同一項目内の間一英文字聞には5%レベルで有意差なし (Tukey法). 

2)乾物重は，穂揃い直後40日目頃の地上部全乾物重.
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第2表 供試品撞における全乾物重および坪刈q又量の比較

品種 租玄米重 (g/rri)坪刈収量 (g/rrf) 1)乾物重 (g/ぱ)2T取事一語数(%)
あきたこまち 769 b 731 b 1878 a 41. 0 a 
恋あずさ 755 b 728 b 1750 a 43. 6 a 
萌えみのり 892 a 859 a 1964 a 45.5 a 

1)坪刈り収量まは，ふるい厨1.8阻以上を精玄米として算出.

2)乾物重は，穂揃い直後初日目頃の地上部全乾物重.

3)同一項自内の同一英文字聞には5%レベルで有意差なし (Tukey法). 

第3表供試品種における各収量構成要素

1株穂数 1稽籾数 nt当り籾数萱熟歩合 子粒葦 糟玄米量シンクサイズ
穂/株籾/穂 XI000粒/rri % g/1000粒 g/rri g/rrf-
24. 4 ab 84. 2 b 45. 56 b 78. 8 a 19.9 b 713 b 905 b 
22. 8 b 100.9 a 50.92 a 73. 7 b 18. 8c 706 b 959 b 
26. 4 a 79. 9 b 46. 76 b 83. 0 a 22.0 a 855 a 1030 a 

晶一種

あきたこまち
恋あずさ
萌えみのり

1)精玄米は粒厚1.8mm以上の玄米，シンクサイズはni当り籾数と玄米千粒重の積.
2)同一項目内の同一英文字情には5%レベルで有意差なし (Tむkey法). 
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第 l図 登熟期前半および後半における各供試品種の全乾物重，穂重および稗・葉鞘重の変化量

注.登熟期前半は穂、揃い後20日間，室主熟期後半はその後19日間.
パー内の数値は，各期間中の乾物霊の変化量を表す.

まちJの78.8%に比べて「恋あずさJは有意に低かっ

たものの， I萌えみのりjは約4%高かった.玄米千粒

重は， Iあきたこまち」に比べて「恋あずさ」は有意に

小さく， I萌えみのり」は有意に大きかった.その結果，

シンクサイズは， Iあきたこまち」の905g/rrfに比べて

「恋あずさJはやや大きく， I萌えみのりJは明らかに

大きかった.

4.乾物生産・分配特性の比較

登熟期前半における全乾物軍，穂重および稗・葉鞘

重の変化量には，有意な品種間差異はみられなかった

ものの， Iあきたこまちjに比べて「恋あずさjは全乾

物重増加量がやや小さく， I萌えみのり」は穂重増加量

がやや大きかった.また，稗・葉鞘震の減少量は，両

品種とも「あきたこまちJよりやや大きかった(第 l

図左).一方，登熟期後半における全乾物重増加量に品

種閤差異はみられなかったものの， Iあきたこまち」に

比べて「恋あずさjおよび「萌えみのり」の穂重増加

量は大きく，稗・葉鞘重の増加量は小さかった(第 1

鴎右).

以上の結果から， I恋あずさjおよび「萌えみのりJ

は，穂、揃い期以降成熟期までの全乾物重増加量は「あ

きたこまち」と明瞭な相違はみられなかったものの，

登熟期前半における稗・葉鞘重の減少量が大きく，登

熟期後半の稗・葉鞘重の増加量(再蓄積)が小さい傾

向のあることが認められた.すなわち， I萌えみのり

および「恋あずさ」は， Iあきたこまち」に比べて登熟

期前半および後半における穂への乾物分配が大きい特

性を備えていることが示唆された.
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